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届
出
対
象
行
為
の
土
地

区
画
形
質
変
更
と
は
ど
の

よ
う
な
行
為
で
、
ど
れ
く

ら
い
の
規
模
で
届
出
対
象

行
為
と
な
り
、
ど
の
よ
う

な
基
準
が
か
か
る
の
か
。

土
地
区
画
形
質
変
更
と

は
、
道
路
・
水
路
の
新
設
・

廃
止
、
高
さ
30
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
上
の
切
土
・
盛

土
、
ま
た
農
地
・
林
地

・
原
野
か
ら
宅
地
や
資
材

置
き
場
、
駐
車
場
等
へ
の

土
地
利
用
変
更
を
す
る
こ

と
を
い
う
。
届
け
出
対
象

と
な
る
の
は
、
５
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
変
更

で
特
に
景
観
重
点
区
域
で

は
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
も
の
。
基
準
は

造
成
工
事
及
び
排
水
計
画
、

建
築
物
の
色
彩
・
形
態
意

匠
等
に
つ
い
て
と
な
る
。

合
併
以
来
こ
の
条
例
に

伴
い
工
事
残
土
処
理
が
規

制
さ
れ
て
い
る
が
改
善
方 高

山
市
美
し
い
景
観
と

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

条
例
に
お
け
る
土
地
区

画
形
質
変
更
に
つ
い
て

榎 隆司 議員

手
話
通
訳
士
不
足
対
策

と
手
話
基
本
条
例
を
制
定

す
る
考
え
は
。

基
本
条
例
制
定
は
考
え

て
い
な
い
。

通
訳
士
育
成
対
策
と
し
て

学
習
会
の
開
催
を
検
討
し
、

職
員
に
も
手
話
を
勉
強
す

る
機
会
を
設
け
る
。
手
話

マ
ー
ク
の
設
置
は
直
ぐ
行

う
こ
と
と
す
る
。

雨
量
計
の
設
置
と
ド
ロ

ー
ン
購
入
を
推
進
し
地
域

の
防
災
力
を
向
上
す
る
と

と
も
に
、
職
員
等
に
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
支
給
す

る
な
ど
安
全
対
策
を
す
る

考
え
は
。

市
独
自
の
雨
量
計
の
設

置
は
考
え
て
い
な
い
が
、 手

話
通
訳
・
防
災
対
策
・

市
民
憩
い
の
場
に
つ
い

て
気
象
情
報
等
の
把
握
に
努

め
る
。
ま
た
、
防
災
管
理

監
の
採
用
は
考
え
て
い
な

い
が
、
職
員
の
研
修
等
に

よ
り
判
断
力
向
上
を
目
指

す
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

支
給
に
つ
い
て
は
検
討
す

る
。公

園
の
設
備
に
破
損
状

態
や
不
備
が
あ
る
た
め
総

点
検
と
改
修
の
考
え
は
。

ま
た
、
市
民
プ
ー
ル
の
ト

イ
レ
等
の
整
備
の
考
え
は
。

各
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
者
と
連

携
を
密
に
し
て
対
応
を
す

る
。
市
民
プ
ー
ル
は
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

む
施
設
と
し
て
重
要
な
施

設
と
考
え
て
お
り
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
整
備
計
画
の
中

で
検
討
す
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

手
話
通
訳
士
不
足
対

策
と
手
話
基
本
条
例

に
つ
い
て

公
園
と
市
民
プ
ー
ル
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

法
は
あ
る
の
か
。

残
土
を
利
用
し
た
農
地

の
嵩
上
げ
は
開
発
行
為
に

当
た
る
。
条
例
の
手
続
き

を
経
ず
、
土
地
造
成
の
基

準
に
よ
ら
な
い
で
残
土
を

処
理
す
る
こ
と
は
土
砂
流

出
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

条
例
等
の
手
続
き
の
省
略

は
考
え
て
い
な
い
。

建
築
工
事
に
お
け
る
残

土
処
理
に
つ
い
て
、
条
例

の
対
象
外
と
す
る
改
正
の

考
え
は
な
い
か
。

建
設
工
事
に
お
け
る
残

土
処
分
地
の
確
保
は
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

残
土
を
利
用
し
た
農
地
の

嵩
上
げ
は
土
砂
の
有
効
利

用
が
図
ら
れ
、
農
業
振
興

に
寄
与
す
る
と
考
え
る
が
、

防
災
・
治
水
面
、
事
業
者

と
市
民
と
の
合
意
形
成
、

土
地
利
用
な
ど
か
ら
、
条

例
の
改
正
は
考
え
て
い
な

い
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
先

に
は
市
民
生
活
の
向
上
が

担
保
さ
れ
な
く
て
は
意
味

を
成
さ
な
い
。
観
光
客
と

市
民
の
興
味
と
利
便
性
が

リ
ン
ク
す
る
よ
う
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
市

民
が
内
発
的
に
ま
ち
づ
く

り
活
動
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
、
持
続
性
あ
る
観
光

に
も
繋
が
る
と
考
え
る
が
。

観
光
客
と
共
に
育
つ
と

い
っ
た
視
点
に
感
銘
を
受

け
る
。
今
日
の
観
光
が
バ

ブ
ル
と
し
て
終
わ
ら
な
い

よ
う
、
市
民
の
経
済
環
境

の
向
上
と
、
暮
ら
し
ぶ
り

の
継
承
に
も
目
を
向
け
、

迎
合
的
で
は
な
い
観
光
施

策
を
進
め
る
。

次
世
代
へ
の
贈
り
物

市
民
生
活
を
見
据
え
た
持

続
可
能
な
観
光
施
策
を
！

伊東 寿充 議員

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

が
急
速
に
普
及
す
る
中
、

情
報
端
末
利
用
の
低
年
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。
子
ど

も
た
ち
が
ネ
ッ
ト
社
会
の

被
害
者
・
加
害
者
と
な
る

事
を
防
ぎ
、
現
代
社
会
を

生
き
抜
く
力
を
育
む
た
め

に
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ

ー
等
、
利
活
用
に
伴
う
社

会
的
責
任
と
の
関
係
性
を

鑑
み
、
低
学
年
層
か
ら
、

段
階
的
・
体
系
的
に
学
ぶ

場
の
充
実
が
必
要
で
は
な

い
か
。現

在
、
情
報
活
用
能
力

に
つ
い
て
４
、５
年
生
か

ら
授
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

低
学
年
か
ら
学
ぶ
事
の
必

要
性
も
感
じ
、
今
後
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
講
演
会
等
を

通
じ
、
情
報
モ
ラ
ル
の
育

次
世
代
を
見
据
え
た

持
続
可
能
な
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
に
お
け
る

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
に
つ
い
て

成
等
、
家
庭
と
と
も
に
見

守
る
体
制
を
つ
く
る
。


